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火山性酸性雨による植物被害
―桜島近辺の場合―
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近年,ヨ ーロッパや北米では,酸 性雨による環境影響,  本 資料では,上 記の桜島と鹿児島市街地に降った火山

特に湖沼および森林影響が深刻な社会問題となっている  性 酸性雨による植物の可視害の特徴について紹介する。

(Overreinら,19801戸 塚, 1983;金野,1986;田 村
2.酸 性雨の概要

ら, 1986;高橋ら, 19871高 橋ら, 1988)。
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1. は じ め に

最近,中 国各地で酸性雨による土壌の酸性化,穀 物,

野菜,森 林などの被害が広がっていることなどが報告さ

れるとともに新興のアジアエ業国についても酸性雨を重

視する必要性が高まってきた(石, 1988)。

わが国においても降水の酸性化が進み,pH 4.0以下の

降雨もまれではなく(大喜多,1984;山 口ら,198511987

;国立公害研究所,1986;藤 井,1987), 昭 和 56年 6

月には前橋で過去最低値の pH 2.86という非常に強い酸

性雨が観測され(関□ら,1985),こ れらの植物や土壌に

及ぼす影響が問われるようになった。

しかしながら,酸 性雨による植物被害並びに上壌の酸

性化の報告は少なく, アサガオの花弁の脱色 (佐藤,

1972)やスギの枯損(S ekiguchi冴 冴., 1986)と酸性

雨の関連が論じられているに過ぎない。

山口ら(1987)は ,桜 島の噴火に伴う酸性雨として特

殊な事例であるが, 昭和 62年 6月 15日 から16日朝に

かけて,桜 島と鹿児島市の市街地に発生 した酸性雨とそ

の植物被害の概要を報告している。

現在,活 動中の桜島火山は,いわゆる山頂噴火であり,

昭和 30年 10月に活動を再開して以来今日まで爆発を繰

り返 し,南 岳山頂火回から噴煙を放出し続けている (宝

来ら,1985)。

桜島では,酸 性雨が降った昭和 62年 6月 15日,南岳

が年後 1時前に小規模の爆発を起こし,こ れ以後,断 続

的に噴煙をあげたこと,ま た,桜 島の野尻)|1上流付近で

雨雲の下を山肌沿いに下って行く火山ガスを鹿児島市東

桜島農林事務所の職員が目撃 したことなどが現地の新聞

に報道された(南日本新聞, 1987a)。

今回の酸性雨は,15日 の桜島上空 1,500mの風が秒速

lm程 度と弱く(東寄りの風), し かも午前 9時から24

時間の降水量も7.5mmと少量のため 鏡 児島地方気象台

観測), 火山ガスを溶かした降水が希釈されず一部地域

に集中して降ったものと推測されている (鹿児島朝日新

聞,1987)。この降水のpHは ,鹿 児島県環境センターの

観測ではpH 2.5(全降水), 鹿児島地方気象台の観測で
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″g/ml

表 1 桜 島周辺の降水のpH,ECお よび成分濃度

全地点

pH 81 4 4 1

3 9 5

4 1 1

3 . 9 5

4 3 2

3 7 8

4 . 7 2

3 7 2

4 . 9 5

4 4 9

5 4 4

4 9 3

4 . 7 5

4 . 6 2

4.87

4.66

4 . 6 9

4 . 1 3

EC 197.4 2036 775 530 551 110.95 110.95

1 6 3 6

0 , 8 9

1 7 7 6

0 6 5

0 2 1

4 8 9

0 6 7

5 . 8 7

0 . 6 9

2 3 . 5 6

0 . 5 4

2 3 0 2

0 . 9 9

0 1 8

5 . 2 4

1 7 5

4 9 7

0 . 6 4

1 8 5 9

0 . 6 0

1 6 . 5 2

1 . 5 4

0 1 5

6 . 0 7

1 . 2 1

2 6 5

0 5 2

もpH 2.4(全降水)とかなり強い酸性であった。

一
般に火山ガスの組成は,大 部分 (95～98v01%)が 水

蒸気であり,残 りがHF,HCl,S02,C02な どのいわ

ゆる酸性ガスとN2,H2,Arな どの不活性ガスからなる

(小沢,1982)。

鹿児島市街地周辺の降水については, 長井 ら (1986)

が桜島火山周辺 8ケ 所で測定 し(昭和 58年 9月 から昭和

59年 7月 ),表 1の結果を報告 している。

今回の降水中のCl~は 160μg/ml(ppm), F~は 15

μg/ml(ppm),SOf~は16 μg/ml(ppm)であり,特に
Ci~と F~が 通常の降水より数倍高い値を示した。

3.被 音地域および植物被害

今回の火山性酸性雨による植物の被害地域を図 1に示

した。

被害地域は,桜 島町赤水から鹿児島市東桜島にかけて

と,対 岸の荒田,鴨 池,郡 元,紫 原,宇 宿など同市の中

並びに南部と,そ れに同市近郊の日置郡松元町の一部で

ある。

植物の被害は,桜 島では,赤 水から野尻,古 里にかけ

て植物の可視害が多く,樹 木ではナンテン,イ ヌマキ,

カキ,バ ラ,ツ ツジの可視害が大であった。また,農 作

物では,カ ボチャ,サ ッマイモ,ネ ギ,牧 車に可視害が

見られた。一方,こ れらの可視害を示 した樹木の脇に植

栽されたツバキには可視害は見られなかった。

桜島対岸の鴨池グリーンセンター周辺では,ホ ル トノ

キ,ウ メが極端に落葉するほか,ク スノキ,ケ ヤキ,イ

チョウ,ユ ーカリノキ,モ ミジバフウ, トベラ,ア メリ

カディゴなどに可視害が見られたが,セ ンダン,ク ロガ

ネモチ, ヒマラヤスギ,マ テバシイ,カ イズカイブキな

1 3 3 2

0 8 4

1 3 1 4

0 7 1

0 3 7

4 9 2

0 9 7

3 . 1 0

0 5 9

0 2 4 6 8 10

図 1 植 物被害地域

注)図 中の矢印は風向を示し,点 線内側は
植物被害発生地域を示す

どには可視害は見 られなかった。

県道 225号沿には街路樹 としてタイヮンフウが植栽さ

れていたが,可 視害として葉の一部に点在 した褐色の斑

点が見られた。

紫原周辺では,樹 木ではイロハモ ミジ,ナ ンテン,イ

チョウなどの葉に可視害が見 られ,ま た,農 作物ではシ

ソ,カ ボチャ, トマ ト,イ ンゲンマメ, ピーマン,ネ ギ

などの業に可視害がそれぞれ見られた。 しか し,こ の周

辺のサクラ, フヨウなどの葉には,可 視害は見られなか

った。

鹿児島市の繁華街より北側の東千石町,城 山町には,

クスノキが多 く植栽されているが,こ の地域では,鴨 池

SOf

NO「

Cl~

F~

NH4・

Na+

K十

ca2■

Mg2+

注)1)a)は(Σ/″で求めた値, b)は-log t(Σ10~pH)/″)で求めた値を示す。
2)A;桜 島町役場, B:桜 島町赤水, Ci鹿 児島市有村, D:鹿 児島市役所, E:谷 山福社会館, Fi喜 八町農協選果

場, G:垂 水市役所,Hi鹿 屋市役所,そ れぞれの観測場所を示す。

1 6 4 2

0 . 8 9

5 . 6 9

1 . 6 6

0 4 6

3 0 4

0 . 8 0

3 . 3 0

0 . 3 7

6 7 5

0 4 5

1 2 3 8

0 0 8

0 2 1

5 5 7

0 . 9 0

1 1 1

0 . 7 2

8 6 4

1 1 0 7

1 2 3 0

0 2 1

0 . 4 3

6 7 2

1 , 2 8

1 . 5 3

0 8 6

4 8 6

1 0 8

7 3 2

0 2 1

0 4 5

4 . 2 0

0 6 4

0 5 7

0 4 7

9 0 3

1 1 2

7 6 6

0 4 0

0 8 7

3 3 1

0 4 4

4 5 7

0 4 6

N
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表2 植 物の可視被害の特徴

可 視 害 の 特 徴

(樹 木 )

裸子植物

イチョウ科

イチョウ      業 の葉縁部と葉脈間に褐色の斑点が見られ,被 害大の葉はえ死斑が葉の周辺から内部へ向かって拡
大。

イチイ科

イスマキ      樹 木に褐変症状が見られ,葉 全体に相変化が見られる。
スギ科
メタセコイア    樹 木の先端に褐変症状が見られ,葉 が相変。

被子植物
ニレ科

ケヤキ       樹 木全体が黄～褐色になり,葉 の葉脈間に黄褐色の斑点が見られ,葉 縁はやや湾曲奏縮。
モクレン科

タイサンポク    成 葉には殆ど被害が認められなかったが,樹 木の上部新芽が著しく落葉。
メギ科
ナンテン      樹 木の上部の葉が落葉し,被 害が著しい場合は全葉が枯れて落葉。

クスノキ科

クスノキ      成 葉には特に被害が認められなかったが,新 芽の落葉が特に著しい。

トベラ科

トベラ       成 葉には被害が認められなかったが,新 芽の殆どが枯死。
マンサク科

フ ウ        薬 に斑点が見られ,葉 脈間に明瞭な褐色のえ死が見られる。

タイワンフウ    葉 の一部に点在 した褐色斑点が見られ,健 全葉部との境界が明瞭。
モミジバフウ    葉 に赤褐色の斑点が見られ,葉 脈間に明瞭な褐色のえ死斑が見られる。

パラ科

ウ メ       上 部の葉が著しく落葉 し,葉 は葉縁が内側に向かってやや湾曲し,成 葉の葉脈間に褐色の斑点が認

められる。

ビ ワ       成 葉には被害が認められないが,新 葉が奏縮し,ひ どい場合は枯死した。
バ ラ       成 葉には特に被害が認められなかったが,新 芽の落葉が特に著しい。

マメ科
アメリカデイゴ   業 の葉脈間に赤褐色の斑点が見られる。

カエデ科

イロハモミジ    葉 縁にそって斑点状に褐色症状が見られ,著 しい場合は全葉が枯れる9
ハウチワカエデ   葉 の葉脈間に黄褐色の斑点が見られ,著 しい場合は全葉が枯れる。

ホル トノキ科

ホル トノキ     樹 木の上部新葉が特に著 しく落葉 し,被 害が大きい樹木では全葉が落葉。

ミカン科

ミカン       夏 芽の先端が枯死し,新 業の一部に落葉が見られる。

フトモモ科
ユーカリノキ    成 葉の葉縁部に白色のえ死が見られ,新 葉の一部は黒色に枯れる。

ツツジ科
ッッジ       葉 の葉縁部が枯れ,被 害が著しい場合は全葉が赤く枯れる。

カキノキ科

ヵ キ        葉 の先端の目縁部に褐色斑が見られ,出 芽 したものは極端に湾曲,奏 縮。

キョウチク トウ科

キョウチクトウ   成 葉には特に被害が認められなかったが,花 がやや脱色し,港 下した。

(農作物)

被子植物門
ヒルガオ科

サツマイモ     葉 の周辺から赤色化。

シソ科
シ ソ        葉 の電辺のきよ歯が黄白化し枯鬼

ナス科

トマ ト       葉 の先端が黄白化し,湾 曲,奏 縮する。

ユリ科

ネ ギ        葉 の先端が赤褐色に枯死。

種
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グリーンセンター付近で見られた様なクスノキの新葉が

落葉するなどの可視害は見られなかった。

繁華街に位置する天文館公園では,メ タセコイア,フ

ウ, イチョウ,カ エデ,ケ ヤキ,ツ ツジなどの業に可視

害が見られた。

以上に示したように,桜 島や鹿児島市街地に降った火

山性酸性雨による植物の被害は,街 路樹や農作物を中心

に,庭 木などかなりの広範囲で認められ,最 も被害の大

きかったのは桜島南岳に近い野尻町を中心に東桜島地区

で,作 付け面積 41 haのミカンは果径 10mm前 後の実が

黒く変色したり,落 下したりして 30%の 減収が見込み

と報告された(南日本新聞,1987b)。 また,ビ ワも10%

の減収が予想されるほか,イ ンゲン,カ ンショなどにも

写真 1 シ ソの可視害

症状:葉の周辺のきょ歯が黄白化し枯死。

写真 3 モ ミジバフウの可視害

症状:上部の葉が著しく枯れ,葉に赤褐色の斑点が見られ,

葉脈間に明瞭な褐色のえ死斑が見られる。

被害が及び,さ らに市街地では回上,広木,宇宿,中山,

五ケ別府町などのシソ,茶 , トマト,ナ ス,カ ボチャな

どの葉がちぢれたり変色した(南日本新聞,1987b)。 東

桜島地区を含めた被害面積は104 ha,被害総額は3,080

万円以上にのぼることなどが報道された (南日本新聞,

1987b)。

上記の被害地域で見られた植物種の可視害の特徴をま

とめたものが表2で あり, 写真 1～4は ,可 視害を特に

顕著に発現 した植物の一部について示した。

今回の火山性酸性雨では,植 物の可視害は樹種および

作物種によりその程度が異なり,植物種間差が見られた。

また,同 一樹種でも地域によって,そ の被害の程度が異

なることなどが見られた。これらの可視害の原因は,ウ

写真 2 ネ ギの可視害

症状:葉の先端が赤褐色に枯死。

写真 4 カ キの可視害

症状:葉の先端の目縁部に褐色斑が見られ,
出芽したものは極端に湾曲,萎 縮。
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メ,イ ロハモミジ,ナ ンテン,モ ミジバフウ,タ ィヮン

フウ,カ キ, トマト, シソ,ネ ギなどの可視害の特徴

償 林省農林水産技術会議,1977;財 団法人日本公衆衛

生協会, 1986)ならびに通常の降水より数倍高い F~,

Cl~の値などから, pHの 影響の他に,降 水に溶け込ん

だ火山ガスに含まれるHF,C12の 影響が大であったと

考えられる。
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